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■  正味財産増減計算書（要約版） 2023年3月1日～2024年2月29日■  貸借対照表（要約版） 2024年2月29日現在

会計報告（2023年度）

化学会概要

会長：丸岡啓二（京都大学）
会員数：約 2,3万人の会員を擁し,国内自然科学系の
学会としては最大規模を誇る。法人正会員は 404法人

アニュアルレポート本編はこちらから▶

日本化学会は、化学を中心とする多様な領域の研究者・技術者・教育者・学生が研究成果を
発表し、交流する日本を代表する化学者コミュニティです。その目的は、産業の振興・知識の
普及、並びにそれを担う人材の育成を図り、もって社会の発展に寄与することにあります。
本資料は2023年度の活動報告をダイジェストとしてご紹介するものです。

科目 （単位：千円）

〈資産の部〉

 流動資産 286，321

 固定資産 2，316，265

  基本財産 599，267

  特定資産（負債対応） 189，471

  特定資産（指定） 757，415

  特定資産（一般） 299，017

  その他固定資産 471，095

資産合計 2，602，586

〈負債の部〉

 流動負債 227，250

 固定負債 225，375

負債合計 452，625

〈正味財産の部〉

  指定正味財産 757，416

  一般正味財産 1，392，545

正味財産合計 2，149，961

  負債及び正味財産合計 2，602，586

科目 （単位：千円）

〈収益〉

 受取会費等 246，694

 イベント関連収益 146，003

 購読 ･印税等収益 141，735

 賃貸関連収益 119，729

 補助金・寄付金等収益 110，887

 広告掲載収益 52，201

 運用等収益 他 34，465

収益 計（経常収益＋経常外収益） 851，714

〈費用〉

 事業費 785，045

 管理費 60，517

費用 計（経常費用＋経常外費用） 845，562

 投資有価証券評価損益 15，903

当期増減額 22，055

法人税等 70

当期一般正味財産増減額 21，984



■ IUPACやFACSとの国際協調
■ Nakanishi Prize（ACSとの連携）

■ PCCP Prize（RSCとの連携）

■ CS3など国際会議への参加
■ Pacifichem2025の開催
■二国間協定（台湾・英国・イスラエル）

グローバリゼーション

■化学と工業誌（最新情報を会員に）
■化学と教育誌（教育現場に役立つ情報を）
■様 な々刊行物

出版

■開催回数：150回超
■受講者数：約10,000名

 講演会・講習会 
実験教室の開催

■第103春季年会
参加者数： 6,103名
講演件数：3,997件
会場：東京理科大学
野田キャンパス（千葉県）

■第13回CSJ化学フェスタ
参加者数：2,554名
講演件数：1,002件
会場：タワーホール船堀（東京都）

 春季年会
CSJ化学フェスタ

■企業現場見学会
■就職交流会
■キャリア座談会
■研究講演会

キャリア支援
■実験教室
■化学だいすきクラブ
■中高生会員制度
■化学グランプリ・国際化学オリンピック
■缶バッジデザインコンテスト

子ども・一般向け
■日本化学会賞他各賞の表彰
■吉野彰研究助成
■長倉三郎賞

各種表彰・助成事業

■ BCSJとCLでの高質論文の出版
■ OUPとの出版協業による体制強化
■ 2023年発表 IF　4.0（BCSJ）

英語論文誌




